
　ヤマハ発動機株式会社（以下、ヤマハ
発動機）は、30の国と地域に140社のグルー
プ会社を有し、連結売上高の約90％を海外
売上高が占める日本有数のグローバル企業
です。
　世界をリードするパワートレイン技術、車
体・艇体技術、制御技術、生産技術を核
として、二輪車はもとより、マリン製品、特機、
サーフェスマウンター（表面実装機）、電動
アシスト自転車や電動車いすなど、多様な製
品の開発・生産・販売をグローバルに展開
し、その製品は180を超える国と地域で販売
されています。

　同社を支えるシステムの中で大半の商材に
おける技術情報のコアとなる設計部品表は、
1999年にホストを廃止し自社開発のシステム
を使用してきましたが、運用から十数年が経
過し事業環境変化への対応やシステム改修
の限界などによる課題が出てきました。そこ
で、2012年に課題の洗い出しから行い、
2013年に「E-BOM業務改革プロジェクト」
が正式に発足しました。
　プロジェクトは同社の主力製品の多くが管
理対象であることから、業務側は設計管理と
各関係部門から広くメンバーを選出し、シス
テム側は同社プロセス・IT部と同社の情報
システムを支えるヤマハモーターソリューション
株式会社（以下、YMSL）が参画しました。

ヤマハ発動機株式会社 様

ECObjects 導入事例

導入前の課題

●既存の設計部品表システムの老朽化
　・事業環境変化への対応

　・既存システム改修の限界

　・中期経営計画への対応

導入の目的

●開発と各部門間連携の新業務プロセス
と体制の刷新
●設計部品表を中核に各種関連情報の
集約管理
●対象製品カバー範囲の拡大・統一と
新事業への俊敏な対応

導入後の効果

●構想段階からの設計部品表作り込みが
でき、開発～生産準備のLTが短縮
●設計（E-BOM）と生産（M-BOM）の
連携強化

●運用、保守コストや業務工数の削減
●今後の展開に備えた強固な基盤を構築

「E-BOM業務改革」を実現‼ 海外売上高9割の
グローバル展開を支える全社基幹システムを刷新

ECObjects導入の背景

　設計部品表再構築のシステム選定に際し
ては複数の製品および自社開発を候補とし半
年以上をかけて検討しました。プロジェクトで
全体を統括する、モビリティ技術本部 デジタ
ル開発統括部長の三辺氏は、「ヤマハ発動
機の部品表システムは長年の運用の中で高
まる業務要求に応えてきた作り込みがあり、
その良さを生かしつつ、新たな業務プロセス
を支える機能を盛り込みたかった。」と言いま
す。その結果、長年の運用により蓄積され
た業務ノウハウを最大限に活用し、かつ新
業務プロセスに必要な各種関連情報を集約、
活用する機能を効率よく開発するため、自社
での開発・メンテナンスを前提とし、日本ユ
ニシスとクラステクノロジーが提案した
ECObjectsがフレームワークとして採用されま
した。選定ポイントとして三辺氏は主に以下
の点をあげています。

• 部品表に時間軸を加えたECObjectsの
コンセプト

• DB構造やソースコードを公開しており、自
社での開発、メンテナンスのし易さ

•日本ユニシスとクラステクノロジー技術者の
知見とノウハウ

ECObjects選定のポイント　

お客様情 報

社 名

所 在 地

創 立

資 本 金

売 上 高

従業員数

事業内容

URL

ヤマハ発動機株式会社

【本社】 静岡県磐田市新貝2500

1955年（昭和30年）7月1日

857億97百万円（2019年3月末）

連結　1兆6,731億円
単独　6,772億円（2018年12月期）

連結　53,977人
単独　10,614人（2018年12月末）

二輪車事業、マリン事業、特機事業、
産業用機械・ロボット事業、その他の事業

https://global.yamaha-motor.com/jp/

既存システムの課題を洗い出し、
「E-BOM業務改革プロジェクト」を発足

生産性・拡張性・柔軟性の高い
開発ツールとして、ECObjectsを採用



株式会社 クラステクノロジー
URL: https://www.class.co.jp 
本　　社 〒151-0053　東京都渋谷区代々木1-35-4　代々木クリスタルビル6Ｆ
 Tel: 03-5333-1301
中部事業所 〒460-0003　愛知県名古屋市中区錦2-9-27　NMF名古屋伏見ビル4F
 Tel: 052-229-0127 

掲載された情報は2019年7月現在のものです。事前の予告なしに変更する場合があります。
本事例中に記載の肩書や数値、固有名詞等は初掲載当時のものであり、閲覧される時点では変更されている可能性があることをご了承ください。
事例は特定のお客様での事例であり、全てのお客様について同様の効果を実現することが可能なわけではありません。
記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。

統合化部品表を中核として、コンフィギュレーション、マトリッ
クス部品表、物流ルート部品表、仕様BOM、BOMエディタ等
の各種部品表をサポートし、その上でプロジェクト管理（生産
準備）、原価企画等の設計と生産の間をつなぐキラー・アプリ
ケーションを搭載した統合部品表パッケージ

TotalBOM 統合化部品表

MRP生産、個別受注生産、半見込半受注生産（ハイブリット生
産）の３系統の計画系を持ち、在庫管理、発注管理、工程管理、
生産指示、実績収集、負荷調整、各種シミュレーション、棚卸の
機能を搭載した生産管理パッケージ

QuickCIM 生産管理

フォーワードスケジュール、バックワードスケジュール、カットイ
ンスケジュールを組み合わせてリアルタイムに納期回答座席
予約を行い、順序計画まで一気通貫に処理するスケジューラ

SmartAPS
納期回答

座席予約スケジューラ
「儲かる工場への進化」をコンセプトに開発した原価、業績管
理システム。儲けを生み出す指標「利益ポテンシャル」で、エン
ジニアリング・チェーン・マネジメントの実行状況を見える化

PrimeCOA 原価・業績管理

ECObjects 製品概要

日本ユニシス株式会社
〒135-8560　東京都江東区豊洲1-1-1

■ クラステクノロジー パートナー

　新システムは全世界で60を超える拠点に展
開しており、国内外でユーザ数9,000名とな
る同社最大規模のシステムですが、最終的
なシステムの切り替えは3日間で実施し前後の
混乱も殆どなかったそうです。システムのリ
リースは2段階に分け、Step1として前システ
ム同時並行で一部の新機能を先行リリース
し、活用による業務メリットをいち早く出すよう
にしつつ、Step2として全機能を装備した最
終版をリリースしました。
　プロジェクトを担当する、モビリティ技術本部
デジタル開発統括部 デジタルエンジニアリング
部 設計管理グループリーダーの髙島氏は、「シ
ステムを選んで合わせたのではなく、要求にシ
ステムを合わせることができた。ECObjectsの
素性の良さだったと思います。また、プロジェ
クトの体制として社内の各部署からメンバーが
参画し、毎週ミーティングを行い情報を共有し
合ったことも成功の要因です。」と言います。

ECObjects導入に際して

　「開発と各部門の連携」、「設計部品表と関
連情報の集約管理」の目的に向け、情報の一
元管理化として『多目的用同時作り込み部品
表』を構築し、主に以下の効果があげられます。

• 構想段階からの設計部品表作り込みによる
開発～生産準備のLT短縮

• 設計（E-BOM）と生産（M-BOM）の
連携強化

　導入後の具体的な効果の一つとして三辺
氏は、「2019年2月の本番稼働以降、コンカレ
ントエンジニアリングがより推進されてきたという
実感があります。以前は設計段階での部品表
情報はExcelで管理されていたため、関係部
署へ設計情報が展開されるのは出図のタイミン
グと同時期になることがほとんどでした。」

ECObjects導入の効果 　また、「設計ドラフト段階から、部品表を
核としたものづくり情報を共有・活用できる
ようにしたことで、コンカレント性および開発
効率を向上することができました。」と言い
ます。

　「E-BOM業務改革」として設計部品表
再構築による効果に加え、中期計画を見据
えた全社基幹システムの刷新により、ビジネ
スとしては多様化に対応しつつも標準化へ
向けた運用が進められています。今後は他
システムで管理している製品を統合し対象
製品のカバー範囲を拡大・統一する予定
です。
　「感動創造企業」をめざす同社のグロー
バル展開を支える全社基幹システムとして今
後ますます活用される見込みです。

ECObjects導入後の今後について

モビリティ技術本部 デジタル開発統括部長　三辺 氏（前列右）
モビリティ技術本部 デジタル開発統括部 デジタルエンジニアリング部 設計管理G GL　髙島 氏（後列右） 
IT本部 プロセス・IT部 ITアプリケーション戦略G 主査　岡本 氏（後列左）
IT本部 プロセス・IT部 ITアプリケーション戦略G アプリケーション担当 主査　伊藤 氏（後列中）
YMSL エンジニアリングソリューション事業部 PLM部 PLMグループ  スペシャリスト　高木 氏（前列左）
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SmartAPS 納期回答・座席予約

QuickCIM 生産管理
PrimeCOA
原価・業績管理

TotalBOM
統合化部品表

BasekitOne フレームワーク

統合DB

●ECObjectsを使用したE-BOMシステム図

大部屋開発をイメージした
製造・購買・技術一体化の情報作り込み

多目的用同時作り込み部品表の
構築による効果

コンカレントエンジニアリングにより、
開発効率Upと生産準備LTが大幅に短縮

ビジネスとしては多様化に対応しながら
システム運用は標準化へ

ECObjectsの特長である、View管理機能
（各部門により必要な情報のみを切り出し

リアルタイムに表示）

多目的用同時作り込み部品表
設計＆製造
部品表構成 部品の属性情報

設計
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調達
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連係
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